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検討会のスケジュールと内容

第１回（令和8年2月13日） 

• 開催趣旨
• 1週間から数か月先の情報の現状
• 情報の高度化を進める背景
• 1週間から数か月先の情報に対する社会的ニーズ
• 情報の高度化の方向性

第２回（令和8年5月22日）

• 第1回検討会の概要

• 1週間から数か月先の情報に対する社会的ニーズ（第1回からの続き）

• 社会的ニーズを踏まえた情報の高度化の考え方

• 気象庁が提供する情報の具体案

• 検討会報告書 骨子案

第３回（令和8年7月15日） 
• 第2回検討会の概要
• 報告書（案）について

令和8年7月頃にかけて3回開催してとりまとめを行い、 8月に報告書を公表予定。

今回議論する内容
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第2回検討会における主なご意見（概要）

（１）１週間から数か月先の情報に対する社会的ニーズ 

○すでに民間気象会社では1週間から数か月先までの予報を有償サービスとして提供しているので、
気象庁には、新しいプロダクトを出す前にどういう情報を提供するかなど、早めの情報提供を希望。

   ⇒検討会報告書のほか、気象振興協議会や気象ビジネス推進コンソーシアムの各種会合、
    配信資料に関する技術情報などにより、早めの情報提供を行う。 

（２）社会的ニーズを踏まえた情報の高度化の考え方

○気象庁が提供する情報の利用者と役割について、大きく2つの柱（社会全体で利用する公益性の 
高い情報、産業分野での高度な利用を支援する情報）で運用していくのはわかりやすい。

○公益性の高い情報、高度な利用を支援する情報という方向性を支持する。気象庁の提供する
基盤データの充実によって付加価値のある民間サービスを向上するシステムを構築することが社会
全体の利用高度化につながる。 
気象庁が基盤となるデータや情報の整備・公開を進め、地方単位などの情報を提供する気象庁に
対して、民間がより細かい地点別の情報サービスをするなど、各産業の意思決定につながる実装
部分は民間気象会社が担うような役割分担を報告書に示していけるとよい。

 ⇒3章2項、概要案スライド2に記載。
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第2回検討会における主なご意見（概要）

（２）社会的ニーズを踏まえた情報の高度化の考え方（続き）

○民間が提供する情報の質が上がっていくような気象庁からの情報提供は良い。民間サービスを使え
 ない人もいると思うので、そのような人を取りこぼさないようなことも明記することが重要。

○民間がきめ細かい情報を発信するのは重要だが、財政力などからそのような情報を手に入れづらい
自治体等もあり、命をつなぐための最低限の公的な情報が届くことは大前提。気象庁の役割として
社会全体で利用する公益性の高い情報の提供が重要。

   ⇒3章3項に記載。

○「1週間から数か月先の情報の技術的前提となる予測可能性」の説明は、現象の特性に根差した
情報の出し方の根拠となるのでとても良いが、大気独自の変動と海洋の影響を受けたシグナルとの
相対的な兼ね合いをさらに分かりやすくして、3か月予報の根拠としている海洋のシグナルに、2週間
より先は予測できないような大気の変動による揺らぎやそれに伴う不確実性が重なっていることを
加えると良い。

 ⇒3章3項に記載。 図4を修正。

○2週間先までの天気図について、アンサンブル平均は期間が先になるほどなまってしまうので、安全
情報にならないよう解説が必要。

 ⇒3章3項に記載。
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第2回検討会における主なご意見（概要）

（３）気象庁が提供する情報の具体案

○意見や要望が情報の具体案に反映されている。

○2週間先までの予報が日別になり、除雪作業の計画が立てやすくなる。また、予報精度が上がると
さらに防災対応等が進めやすくなる。予報精度や解説力の向上を含めて期待している。

○リクエストした内容や解説の充実が盛り込まれている。公益性の高い情報はシンプルで分かりやすく
という方向性も良い。

○高度化の全体像は異論なし。2030年までに2週間先までの情報が日別に提供され、特に2週目
の前半に対して備えることができることは分野を問わず有益で非常に良い。

○1か月先の情報について業界向けに具体的な数値を示してもらえるのはありがたい。3か月先の
情報も具体的な数値を出してほしいが、現時点の精度を考えると今後のステップと考える。

   ⇒ 賛同いただいた方向性や具体案に沿って、情報改善を進めることを4章に記載。

○10年平均値についてグラフだけでなく、表にも載せるとよい。

⇒ 概要案スライド4に修正した図を掲載。

○類似年の議論について業界によって必要な類似年は大きく異なる。10年前とは社会や技術が
変わっているため、古い類似年では意味がない業種がある。

○ユーザーに応じた類似年の提供は民間気象会社の腕の見せ所ではないか。

  ⇒ 個別ユーザーのニーズに応じた類似年の提供は、引き続き民間気象事業者の皆様にお願い
したい。気象庁では、引き続きエルニーニョ現象など定義があるものに関する過去の状況や、
検討会資料に記載したような過去の記録的高温年との比較など、防災上の観点などから、
顕著な現象に対する解説を実施。
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第2回検討会における主なご意見（概要）

（３）気象庁が提供する情報の具体案（続き）

＜「早期注意情報（６日目以降）」（仮称）について＞

○名称は、エンドユーザーや民間気象事業者、報道機関にヒアリングを実施してから確定することを
推奨。気づきの情報であるということが直感的に伝えられるか否かが防災行動につながるかのポイント
になる。一般の方が、「気づき」「準備」「行動」という防災行動のステップを自然に踏める名称が良い。

○2週間先まで天気予報と災害リスクを日ごとに提供するという方向性は分かりやすくて良い。
5日先までの早期注意情報との差は一般の方に理解しづらいので名称は同じ方がよいのではないか。

 一連の情報とした方がシステム改修も少なくて済む。一連の情報として5日先までを早期注意情報
と呼び、6日目以降の精度などは注意書きを付すのも一案。

○警報につながる情報として連続性があったほうが良いのは間違いない。ただ、伝える側としては5日先
までとそれ以降では情報の質が違うということが分かるようにしたほうが良い。例えば注意書きを添える、
呼び方を変える、など。

   ⇒ 名称や位置付け等は、防災の専門家等へのヒアリングなどを踏まえて今後さらに検討を進める。
 このことを 4章1項に記載。決まり次第、早めの情報提供を行う。

○早期注意情報の2週間先までの連続性について、3日目からとなっているが、1日目、2日目も表示
してほしい。

  ⇒ 2日目までは早期注意情報の時間幅が異なるため、HPの表示方法を検討する。
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第2回検討会における主なご意見（概要）

（４）検討会報告書 骨子案

○民間気象会社が有償で提供しているサービスの品質の向上に、気象庁の基盤データ高度化が直結
するという流れと、この役割分担が重要であることの明示が必要。

 ⇒ 3章及び概要案スライド2に記載。

○報告書には趣旨と社会へのメッセージを込める必要がある。何のための情報かという２つの柱を明確に
示し、1つは命と生活を守るための情報、もう1つは経済活動に資する情報で、社会に貢献するという
ことを発信するべき。また、今後の高度化により期待される社会への寄与は具体的に書くべき。

 ⇒ 3章のほか、「期待される社会への寄与」について委員による寄稿を付録として掲載。

○簡潔に伝わりやすい内容にすることも必要だが、具体例や図を入れて補足情報をしっかりと記述し、
 知りたい人が具体的なイメージを描けるようにしたほうが良い。

 ⇒ 図を複数掲載。

○社会に対して非常に重要な発信になる。産業の様々な分野にも関わるので、気象ビジネス推進
コンソーシアムや気象振興協議会で説明したり、報道で伝えていただいたりするなど、情報発信を
しっかり進めることが必要。

 ⇒ 気象振興協議会や気象ビジネス推進コンソーシアムの各種会合で説明を予定。
   今後も情報発信をしっかり進める。



88

第2回検討会における主なご意見（概要）

（５）全体を通して

○2週間先などの情報が出ることによって、より生活を豊かに出来たり対策に使えたりということが広がって
くれば、さらに民間によるきめ細やかなサービスの利用にも繋がってくると思うので、利活用を促進する
上でも良い報告にできると期待している。  

○自治体などでは気象庁が良い情報を出しても使い方が分からず行動に結びついていない面がある。
高度化した情報が目指している所をしっかりPRして進めることが必要。

 ⇒ 4章3項に掲載。広報活動などのPRや、情報がシームレスに見渡せるHPなど、使いやすい情報
 となるよう、しっかり対応を進める。

○気象庁が情報の高度化をしていることは民間気象事業者にとっては競合ではなく、インフラの充実に
なると考えている。基盤データの質が上がるほど、民間気象事業者のサービスの質が上がり、社会

 全体のリスク対応能力が高まる。提案いただいた方向性は民間気象会社として支持するとともに
 リクエストしたことは検討を進めてほしい。

 ⇒ 3章1項、2項に掲載。リクエストいただいた提供データの拡充も順次進める。

○予報期間が長くなると不確実性が大きくなるので、間違った利用をされないための解説も充実が必要。

 ⇒ 3章3項に留意すべき事項として掲載。

○持続的な海洋からのシグナルと地球温暖化の影響、それに大気の変動が重ね合わさった結果として
豪雨や猛暑などの顕著な現象が起きて社会に影響が及ぶ。そういうことが社会にきちんと伝わるような

 報告書や情報の出し方を検討してほしい。

 ⇒ 3章3項に掲載。また、3か月予報が1か月予報で大きく変わるケースなど、それぞれの時間スケール   
の予報の特性や予報が難しい場合の解説について、HPに掲載する予定。
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